




研究目的 

昭和 53 年度本研究班の課題として男児の尿道下裂をとり上げ,その発生頻度,同胞再発率,

再現率など主として本症の遺伝学的背景因子について疫学的な研究を行なった。今年度は

環境因子,ことに妊娠中の母体に投与された流産予防のための黄体ホルモン剤など主とし

て性ステロイドホルモンとの因果関係を検討した。また,本症の外科治療として従来からさ

まざまな術式が提唱されているが,ともすれば立位での排尿が円滑に行なわれればこと足

れりの感があったが,排尿状態の好悪という点ばかりでなく,手術によって外観の上からも

より正常に近い形態に近づけ,もって患児の心理的負担をできる限り少なくすること,さら

に将来の婚姻生活においても性生活に支障を来さないような配慮も含め手術術式の改善に

つとめた。 


